













持ちなので、今日はそんな詰も聞けるのではないかと思っております。   
本山教授は本学の国際経済学の担当の教授で、アメリカ流のグローバリゼーションへの  
歯にきぬを着せない批判で知られる方です。今回のレジュメを拝見しますと、中国の思想  





そのほか社会的・経済的活動のための国際的なセンターでございます。   





ゆかり の河上肇縁の京都大学で報告の機会を与えてくださり、非常に感謝いたしております。ど  
うもありがとうございます。どうぞ、私の報告に対してご叱正とご指導のほどお願いいた  
す次第です。  





















































現れました。   
京大留学者が中心となって1922年に上海で創刊された雑誌『孤軍』では、社会主義が中  
国に適用可能か否か、中国における革命はいかにあるべきか、が議論されていました。判  





















る本格的マルクス主義紹介の囁矢となるものです。   
それから周恩来は河上肇に学ぶため京都大学を受験しようとしたとされています。周恩  
来が書いた、京都帝国大学政治経済科専科への入学願書の下書きとされる文書が天津の周  
恩来・郡穎超記念館に展示されています。   
河上肇の論文を数多く中国語に翻訳した施存統は1922年1月に日本留学から帰国する  
と、上海で社会主義青年団の指導者となりました。施存統の指導下からは任弼時や劉少奇  
が後の中国共産党幹部として育っています。   
さらに京都大学の教室で河上肇に学んだ周仏海は後に日本の偲儲政権とされる江兆銘政  
権に重鎮として参与しています。大学院まで進み、河上肇の指導を受けた王学文は1937  




を中国語訳した郭抹若は、戦後の日中文化交流政策に大きな役割を果たします。   
河上肇の人と学問が、彼らの対日政策・対日思考に影響しているのか否か、私はまだ研  
究を始めていませんが、河上肇に連なる人脈が戦前から中国の対日政策に関与していたと  
いうことも指摘しておきたいと思います。   
このように河上肇は中国のマルクス主義史、共産主義運動史、ひいては近現代史を語る  
うえで欠くことのできない人物です。  




























































うな社会は道徳的失敗であるとも述べています。   
河上肇も自由主義の社会は「個人主義」の社会であり、貧富の格差などの問題をすでに  





































11   
な考え方は1930年の河上肇の論文「共産主義社会への展望」で暗示されています。  
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